
 6月 5日 

殉教者主教ボニフェース 

Bonifatius 

（672／675～754） 

～ドイツ宣教に献身する～ 

 

＜人名事典などでの別表記：ボニファーティウス＞ 

 

 ボニフェースはドイツに向けて宣教し、またフランスの教会を再

組織した人物です。 

 彼はイギリスで生まれたベネディクト会士で、若いときには修道

院学校の教師をしたり、またイギリスで最初のラテン語文法書や詩

を書いたりもしています。 

 しかし、外国に対して宣教をする必要を感じ、716年、現在のオ

ランダにあるフリースラントに行きますが、挫折してイギリスに帰

郷します。その時、教皇からの任命がなかったため苦労した彼は、

718年ローマに行き、教皇グレゴリウス 2世に宣教の任務を与えて

もらいます。それから 3年間、再度フリースラントに渡り、先輩の

もとで修業します。そして彼はドイツ各地へ赴いて宣教をし、修道

院を建設します。特に外国人たちには優しく接し、その人柄も慕わ

れていきました。その中で彼は、地域の人が崇めていた雷神の樫の

木を切り倒して、異教の神の無力さを実証したりもしました。 

 彼の働きによって、フランク王国（現フランス）東部の宣教は急

激に進んでいき、教皇グレゴリウス 3 世は 732 年、ボニフェース

を宣教大司教に任命します。 

   

                  「聖ボニファーティウス」 

      

  Little Pictonal  

Lives of the Saints より 

 

 

さて、フランス・ドイツ・オランダをのちにカトリック国として

統一したチャールズ大帝の父ピピンは、当時乱れていたフランク王

国内の教会改革をボニフェースに依頼します。747年には二度の王

国内の公会議を経て、強硬な抵抗にあいながらも、フランスの教会

に、ローマに対する忠誠を誓わせます。 

その後彼は宣教を続けるが、ドックムの近くで 50 名ほどの修道

者とともに、キリスト教に恨みを持つ暴徒たちに襲われ、その命を

落とします。しかしその時、刀をもって命を守ろうとした仲間に対

して、ボニフェースは次のように言ったそうです。 

「刀を納めなさい。聖書は、悪に善をもって応えるように教えて

います」。そして彼の遺体は、自らが建設したフルダ修道院に運ば

れ、おさめられました。 

＜特祷＞ 

全能の神よ、あなたはみ力と恵みによって、聖なる殉教者主教ボニ

フェースに苦難に勝ち、死に至るまで忠実である生涯を与えられま

した。どうか恵みをもってわたしたちを強め、どのような迫害にも

耐え、主イエス・キリストのみ名を忠実に証することができますよ

うに、主は父と聖霊とともに一体であって世々に生き支配しておら

れます。     アーメン 


